
2004年から23万人の

アフガニスタンの子ども達

にランドセルを手渡して

います。

資料提供 ジョイセフ

恩．い出0
う―:;,~ ・セル
ギフト

公益財団法人ジョイセフは、世界の妊産婦と

女性の命と健康を守る活動をしている
国際協力NGO。
現地の子ども達にランドセルを手渡すために、

検品、梱包、輸送、配布を行っています。

［ ジョイセフランドセル 1•洸
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思い出のランドセルギフトプロジェクトクラブ

神戸ポートワイズメンズクラブ
〒650-0001兵庫県神戸市中央区加納町2--7-11神戸 YMCA国際 ・奉仕センター

後援：ワイズメンズクラブ固際協会西 ・東日本区

思い出のランドセルはSOGs
蹂洪GOALS

吐



▼` YMCA# 
・思 い出のランドセルギフトは、日本で役目を終えたランドセルを

1アフガニスタンに寄贈し、子どもたち、特に教育の機会に恵まれない

女の子の就学に役立てる国際支援活動です。

•lランドセルを受け取ることで、学校で教育を受ける機会が生まれ、

日本のランドセルは、アフガニスタンの子どもたちの人生に大きな

チャンスを与えてきました。

d子どもたちが学校で学び、読み書きができるようになって、

自分自身や家族を守る知識や情報を身につけられるようになることを

目指しています。

,., 貧困のために、子どもの就学に同慈しなかった親たちの間にも、

子どもたちに日本から送られたランドセルを背負わせて勉強させて
子どもの夢を育んだランドセルが

アフガニスタンの子どもに届きます。

ランドセルが眉くまで
横浜港～パキスタンの港まで
バキスタンでの通関手続き
バキスタン～アフガニスタンまで

'ヽ /  
.. ---ヽ．．

： ・・ ．． 
．． ← ., .、・.

約4遇間
数週間～

約1~2週間

.
J
 

学用品とランドセルがアフガニスタンに届くまで

集まったランドセルはポランティアによって検品、梱包される。新品の学用品とともには個に詰められる。

40フィートコンテナに詰められて、ランドセルは海を渡る。
バキスタンの港についたら、コンテナをトラックに積み替えてアフガニスタンに向け出発！

バキスタンとアフガニスタンの国境付近のカイバル峠。治安が悪く、封鎖されることもある。

ランドセルーつひとつに学用品が詰められ、袋に移し替えてトラックの荷台に乗せられそれぞれの村の学校に向かう。

ランドセルは一人ひとりに手渡しされる。

資料提供ジョイセフ

II~〗戸
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I ランドセルの海外の運送費はワイズメンズクラブが支援します。

•横浜ジョイセフ横浜貿易倉庫への送料は個人負担となります。 ランドセルの送り先

・アフガニスタンヘの海外輸送費用はワイズメンズクラブが支援いたします。

・使わなくなった文具があればランドセルの中に入れてください。

・アフガニスタンの友達にメッセージ（日本語）を入れてください。

自分の写真を入れるとアフガンの友達は喜びます。

ワイズメンズクラブは

一人でも多くの子ども

たちにランドセルを送る

JOICFPの活動を

応援しています。

〒224-0053
神奈川県横浜市都筑区池辺4261-13
横浜貿易倉庫内

「サテライトジョイセフランドセル係」

思い出のランドセルギフトプロジェクトクラプ

神戸ポートワイズメンズクラブ
〒650-0001 兵庫県神戸市中央区加納町2--7-11 神戸YMCA国際・奉仕センター

お問い合わせ E-mail ohnobentsutomu@hotmailjp TEL 078-241-7204 

後援：ワイズメンズクラブ国際協会西・東日本区
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啓
明
館
」
塾
長

▲
後
藤
卓
也

翌”
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私立中高への
3苗

ラ
ン
ド
セ
ル
を
も
ら
い
、
目
を
輝
か
せ
て
喜
ぶ
女
の
子

情lぃてみtこし：
,9・

使い終わったランドセル、 吉
田
記
者

つ

小
学
校
6
年
間
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
ラ
ン

ド
セ
ル
。
使
い
終
わ
っ
た
後
、
皆
さ
ん
は
ど
う

し
て
い
ま
す
か
？
国
寧
叫
戎
N
G
o
「ジ

ョ
イ
セ
フ
」
（
東
京
都
新
宿
区
）
は
、

15年

以
上
に
わ
た
っ
て
、
使
用
済
み
の
ラ
ン
ド
セ

お
く

ル
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど
も
た
ち
に
贈
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
（
高
2
．
郡
証
即
志
‘

益
珍
伽
菱
‘
中
3
．
丹
砕
美
費
‘
中

1
.
m

木
咲
良
、
小6
•

吉
田
桜
記
者
）

04年
か
ら

ジ
ョ
イ
セ
フ
は
元
々
、
戦
後
の
日

本
で
学
者
や
医
蔚
廊
寧
拓
ら
が
皿

じ
ょ
せ
い

携
し
て
女
性
や
子
ど
も
を
支
援
し
て

い
た
団
体
で
し
た
。
そ
の
後
、
国
内

の
支
接
如
網
怨
滅
っ
た
の
を
既
に
、

国
連
な
ど
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
海
外
で

か

役
立
て
て
は
、
と
声
を
掛
け
ら
れ
、

1
9
6
8年
に
発
足
し
た
11

日
本
生

ま
れ
II

の
N
G
o
（
民
間
活
動
団
体
）

で
す
。
現
在
は
、
ア
フ
リ
カ
を
中
心

に
女
性
や
子
ど
も
の
支
援
を
し
て
い

ひ

さ
い
ち

る
ほ
か
、
国
内
で
は
被
災
地
へ
支
援

物
資
を
送
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
ラ
ン
ド
セ
ル

を
贈
る
「
思
い
出
の
ラ
ン
ド
セ
ル
ギ

フ
ト
」
活
動
を
担
当
し
て
い
る
ジ
ョ

イ
セ
フ
の
甲
斐
和
歌
子
さ
ん
(44)に

よ
る
と
、
こ
の
活
動
は
ラ
ン
ド
セ
ル

の
素
材
メ
ー
カ
ー
か
ら
使
用
済
み
の

ラ
ン
ド
セ
ル
を
再
利
用
で
き
な
い
か

と
相
談
を
受
け
、

2
0
0
 
4
年
か
ら

戦
火
の
国
の
子
ヘ

寄付できるって本当？

22万
個
以
上

H本のNGOアフガン支援
始
ま
り
ま
し
た
。

数
十
年
に
わ
た
っ
て
内
戦
が
続
い

て
い
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
女

性
や
子
ど
も
は
病
院
や
学
校
に
な

か
な
か
来
ら
れ
ず
、
様
々
な
情
報
や

知
識
を
伝
え
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
ラ
ン
ド
セ
ル
を
配
れ
ぱ
子
ど
も

た
ち
が
学
校
に
来
る
よ
う
に
な
り
、

そ
う
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
|
—
と
こ
の

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ラ
ン
ド
セ
ル
を
贈
っ
て
い
る
の

は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
中
で
も
特

に
テ
ロ
活
動
が
多
く
、
教
育
が
影

響
を
受
け
て
い
る
東
部
の
ナ
ン
ガ

、
ル
州
。
ラ
ン
ド
セ
ル
は
国
内
の

酎
に
集
め
ら
れ
、
一
っ
ひ
と
つ
チ

ェ
ッ
ク
し
て
コ
ン

テ
ナ
船
で
。ハ
キ
ス

贈
り
物
い
]
[
[

か
ら
ト
ラ
ッ
ク
に

載
せ
、
陸
路
で
学

校
に
届
け
ま
す
。
現
地
の
N
G
0と

連
携
を
密
に
し
て
、
ど
こ
に
配
る
か
、

霊
胃
る
か
、
を
寧
瞬
し
て
、
こ

こ

れ
ま
で
に
22万
個
以
上
を
届
け
た
と

い
い
ま
す
。

贈
る
の
は
、
小
学
1
5
3年
生
。

普
段
は
教
科
0
を
手
で
持
っ
た
り
、

使
い
古
し
た
ポ
リ
袋
な
ど
に
入
れ

た
り
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、
ラ

ン
ド
セ
ル
を
受
け
取
っ
て
目
を
輝

か
せ
る
様
子
が

「励
み
に
な
る
」
と

甲
斐
さ
ん
。
ラ
ン
ド
セ
ル
は
、
贈
っ

た
子
の
き
ょ
う
だ
い
ま
で
ず
っ
と
大

事
に
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ラ

ン
ド
セ
ル
の
中
に
は
、
鉛
筆
や
消
し

ゴ
ム
、
ノ
ー
ト
と
い
っ
た
新
品
の
学

• 

多くの子は教科書やパンを使い古したポリ袋に入
れたリ、直接手で持ったリして学校に通っている
そう （いずれも国際協力NGOジョイセフ捉供）

昨
年
末
に
公
開
さ
れ
た
「
A
W

A
K
E」
と
い
う
将
棋
映
画
の
冒

頭
、
将
棋
ソ
フ
ト
の
開
発
者
の
英

一
に
、
若
手
棋
士
の
陸
が
こ
う
問

い
か
け
ま
す
。
「
君
、
強
い
？
」
。

英
一
が
う
な
ず
く
と
、
陸
は
言
い

ま
す
。
「
よ
か
っ
た
。
強
い
相
手

■

鉛
筆
や
跳
び
縄
も

用
品
の
ほ
か
、
ク
レ
ヨ
ン
や
縄
跳
び

の
縄
な
ど
を
入
れ
て
贈
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
縄
跳
び
で
遊
ぶ
女
の
子
た

ち
の
動
画
も
見
せ
て
も
ら
い
、
私
た

ち
と
同
じ
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
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希
望
も
届
く

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
「
女
の

子
は
学
校
に
行
か
な
く
て
も
い
い
」

と
い
う
意
識
が
強
く
、
学
校
に
通
っ

て
い
る
女
の
子
は
国
全
体
で
2
人
に

わ
り

1
人
、
卒
業
す
る
の
は

4
割
し
か

い
ま
せ
ん
。
通
学
中
の
治
安
を
心
配

し
て
学
校
に
行
か
せ
な
い
親
も
い
る

そ
う
で
す
。
翫
部
で
累
羞
誓

れ
、
屋
外
で
授
業
を
行
っ
て
い
る

学
校
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、

翫
に
教
育
は
不
裳
望
い
う
考

曹

よ

う

う

え
が
共
有
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
、

瞬
益
く
な
り
ま
し
た
。

紛
争
の
た
め
、
活
動
の
恋
栗
を
数

字
で
表
す
の
は
鴫
し
い
そ
う
で
す
。

で
も
現
地
の
人
に
聞
く
と
、
ラ
ン
ド

せ

出

セ
ル
を
背
負
っ
て
子
ど
も
が
学
校
に

行
け
ば
、
学
校
に
行
っ
て
い
る
子
と

い
な
い
子
が
一
目
で
分
か
っ
て
教
育

が

「見
え
る
化
」
し
、
「
男
女
同
じ

よ
う
に
学
校
へ
行
っ
て
も
い
い
」
と

い
う
考
え
が
親
た
ち
に
も
浸
透
し
て

き
た
と
い
い
ま
す
。

な

何
よ
り
紛
争
で
親
を
亡
く
し
た

は
た
ら

り
、
親
が
働
け
な
く
な
っ
た
り
し

こ
ど
く

て
孤
独
を
感
じ
て
い
る
子
に
と
っ
て

は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
贈
れ
ば
「
日
本

の
友
達
が
遠
く
か
ら
応
援
し
て
く
れ

て
い
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ

り
、
支
え
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
こ

ょ
う
か
」
と
甲
斐
さ
ん
は
力
を
込
め

ま
す
。
話
を
聞
い
て
、
毎
日
学
校
に
通
え

る
の
は
当
た
り
前
で
は
な
く
幸
せ
な

こ
と
で
、
こ
の
活
動
は
ラ
ン
ド
セ
ル

だ
け
で
な
く
、
匹
や
帝
率
も
届
け
て

い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
寄
付
を

喜
ん
で
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
い

る
の
を
忘
れ
ず
、
私
た
ち
も
物
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
、
と
思
い
ま

し
た
。ラ
ン
ド
セ
ル
を
贈
る
に
は
、
輸
送

豊
を
↓
慰
に
寄
付
す
る
認
蜘
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
ジ
ョ
イ
セ
フ
ホ

ー
ム
。
ヘ
ー
ジ
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